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Ｖｅｒ.１
介護短時間勤務に関するフレックスタイム制労使協定

第１条　（会社：                       ）と（会社：                       ）従業員は、「介護休業及び介護短時間勤務に関する規程」第１１条に定めるフレックスタイム制に関し、次の通り協定する。

（適用対象者）

第２条　本協定でフレックスタイム制を適用する対象者は、「介護休業及び介護短時間勤務に関する規程」第１１条に定める者とする。

（清算期間）

第3条　清算期間は、毎月    日から翌    日までの１ヶ月とする。

（清算期間の総労働時間）

第4条　清算期間における総労働時間は、清算期間中の所定労働日数に、１日の標準労働時間を乗じた時間とする。

（１日の標準労働時間）

第５条　１日の標準労働時間は、８時間とする。

（コアタイム及び休憩時間）

第６条　コアタイムは、午前１１時から午後４時までとする。

２．休憩時間は、就業規則第９条第２項より、    時から    時の    分間とし、一斉に付与する。

（フレキシブルタイム）

第７条　フレキシブルタイムは、始業時間帯を午前７時から午前１１時まで、終業時間帯を午後４時から午後７時までとする。
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（時間外労働の扱い）

第８条　１清算期間の実動時間が第４条の定める総労働時間を超えた場合には、その超過分について賃金規程第１０条に定める割増賃金を支給する。

（不足時間の扱い）

第９条　１清算期間の実動時間が第４条に定める総労働時間に満たなかった場合は、１０時間を上限に翌清算時間を繰り越すことができるものとする。ただし、不足時間が１０時間を超えた場合は、超えた時間については、不就業時間として扱い、賃金規程第６条によって基本給を控除する。

（遅刻・早退・欠勤の扱い）

第10条　コアタイムの開始時刻に遅れた場合は遅刻、コアタイムの終了時刻前に退社した場合は早退とし、コアタイムの全部を欠勤した場合は欠勤とする。

２．遅刻・早退、欠勤があった場合であっても、当該清算期間の実動時間が第４条の総労働時間を満たしている場合には、不就業時間としては取り扱わず、給与控除は行わない。

（休日出勤及び深夜業の扱い）

第11条　就業規則第１６条に定める休日に勤務した場合には、その時間については第４条に定める総労働時間に含めず、賃金規程第１０条に定めるところによって割増賃金を支給する。

（年次有給休暇、特別休暇の扱い）

第12条　年次有給休暇を取得した日については、第５条に定める標準労働時間勤務したものとみなす。

２．特別休暇を取得した日については、就業規則により「有給」と定められている休暇に限り、第５条に定める標準労働時間勤務したものとみなして通常の給与を支給する。

（有効期間）
第１３条　本協定の有効期間は、平成    年    月    日より平成    年    月    日までとする。
平成    年    月    日

（会社：                       ）　代表取締役　　　　　　　　　印
（会社：                       ）　従業員代表　　　　　　　　　印

（選出の方法  挙手による全社員の賛同）
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